
「創業と守成�
ともにその方法を�
同じくするものは�

滅びる」�
（原論：Ｐ６６９）� 倒産・消滅・解散�

在り方�
（考え方）�

やり方�
（経営の技術）�

金（経済力）�

ビジネスの選定�

商品・業態政策�

マネジメント�

組織対策�

資金調達�

品性（人間力）�

経営者として�

後継者として�

創業者�

後継者�

なぜ《あり方（道徳）》を学ぶ必要があるのか�

道経一体の実践�

永続の
実現�



・動機と情熱�
・下品なる成金の運命�

・努力して成功しても�
・貞観政要�

・徳の補充が必要�

「金とモノに�
左右される人生」�

・キッコーマンの家訓�
　十七条�

・１：２９：３００の法則�
・割れ窓理論�

・ハインリッヒの法則�
・病気は経営者失格�

第一項　創業は易く守成は難し�
�
�
　　�
第二項　徳は本なり、財は末なり　　�
�
�
�
第三項　危機に備える　　�
�
�
�
第四項　企業は環境適応業　　�

第五項　確実な経営が守成の要諦�
�
�
�
第六項　逆境時の心構え　　�
�
�
�
第七項　第一の徳と第二の徳　　�
�
�
�
第八項　創業にも守成にも苦労して人を愛す�

第二節　創業と守成�

創業時と守成時に
同じことをしては�

ならない�

後継者（永続）に
必要なことがある

ことがわかる�

事業の発展ばかり
考えてしまうと�

本末を失し衰退す�

後継者（永続）に
見えていなかった

ものが見える�

大小の事変を�
皆箴戒となせ�

�

日常に起きる出来
事の受け止め方と

対処の方法�（しんかい）�

自然災害や火災など様々なリスクや《不確実性》�
に日頃から準備しておく�

創業と守成は同じではない�

承継に必要なこと�
後継に必要なこと�

・ダーウィンの進化論�
・応変力�

・大勢には良きものと�
　悪しきものとあり�

・相場の動きを知れ�

社会環境に応じて�
変化し続けながら�

《変わらない》�

変化に気付き�
常に自らを変える
者だけが生き残る�

・住友の事業精神�
・投機とは不確実なもの�

・ジャッキ経営�
・ダム経営の必要性�

《確実な経営》こそ
が守成時の最も�
肝心なことである�

確実でないものが
破壊性、短期性、
不安性を帯びる�

・順境の日と逆境の日�
・徳高きほど逆境が来る�

・道程の困難�
・末路の困難�

・苦悶の中にも自暴自棄せず�

どんなに《確実な
経営》をしても逆
境・困難は来る�

確実でないものが
破壊性、短期性、
不安性を帯びる�

・不遇な人のその理由�
・知識余りて徳足らざる人�

・知徳一体�
・知恵ある悪魔�

・第三の「もちこたえる力」�

真の幸福には�
《二つの徳》が�

必要となる�

第一の徳�
第二の徳�

そして第三の徳�

・人は安逸を貪る�
・金銭契約の限界�

・真の伝統の関係�
・老舗の努力�

《人を愛する》とい
うことが永続には

何よりも大事�

成功や地位を手に
入れると人はそれ
を忘れて終わる�

音声講座とともに聴講してご活用ください�



道経一体経営原論：第八章「歴史をつくる」：第二節「創業と守成」のYouTube音声講義�



「創業は易く守成は難し」�
① 「創業」よりも「守成」の方が難しい�

�

② 成功の条件や道徳の質が大きく異なる�

�

③成功を持続して事業を完成させ、さらに
次の代にそれを譲っていくには品性が必要 �

成功してこれを守成するには、その人の財産及び地位
に対してこれに応ずるだけの道徳を必要とする �







経営者の《動機》�
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